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第４期舞鶴市障害者計画・第７期舞鶴市障害福祉計画・ 

第３期舞鶴市障害児福祉計画（案）の概要 

１．計画の位置づけと計画の期間 

 

 「舞鶴市総合計画」を上位計画とし、保健・福祉分野を総括する地域福祉計画の分野別計画と位置づ

け、「高齢者保健福祉計画」、「夢・未来・希望輝く「舞鶴っ子」育成プラン」、「健康増進計画」等の

関連する計画との整合性を図りつつ、本市における障害福祉施策を総合的に推進するための計画とする。 

 また、本市の他の計画のほか、国の障害者基本計画や関係各法、京都府の「京都府障害者・障害児総合

計画」等との整合性についても保つものとする。  

【計画の位置づけ】 

  

  ●第４期舞鶴市障害者計画（以下、「障害者計画」という。）】 

   ・障害者基本法第１１条第３項に基づく「市町村障害者計画」として位置づけ 

   ・本市の障害福祉施策を総合的に推進するための基本理念、基本方針等を定める計画 

 

  ●第７期舞鶴市障害福祉計画（以下、「障害福祉計画」という。）】 

   ・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第８８条第１項に基づく 

    「市町村障害福祉計画」として位置づけ 

   ・障害者計画における３年間の障害福祉サービス等の提供に係る具体的な実施計画 

 

  ●第３期舞鶴市障害児福祉計画（以下、障害児福祉計画」という。）】 

   ・児童福祉法第３３条の２０第１項に基づく「市町村障害児福祉計画」として位置づけ 

   ・障害者計画における３年間の障害福祉サービス等の提供に係る具体的な実施計画 

【関係法における位置づけ】 
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    （単位：人） 

 平成２５年度 令和１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

総 人 口  86,967 80,957 79,743 78,428 77,222 

障害者手帳所持者（全体） 6,127 6,346 6,304 6,231 6,217 

 

身体障害者手帳所持者 4,866 4,876 4,835 4,716 4,645 

療育手帳所持者 924 1,057 1,072 1,090 1,107 

精神障害者保健福祉手帳所持者 337 413 397 425 465 

自立支援医療（精神通院） 

受給者証所持者  
816 975 1,060 972 1,007 

 

  障害者手帳の有無やその程度などに関係なく、障害者基本法第２条の定義に基づき、身体障害、 

 知的障害、精神障害、その他の心身の機能の障害がある人であって、障害及び社会的障壁により継 

 続的に日常生活または社会生活に相当な制限を受ける状態にある人 

【計画の対象となる障害者の範囲】 

 

 （１）共生社会の実現に資する取組の推進  

 （２）当事者本位の総合的かつ分野横断的な支援  

 （３）障害特性に配慮したきめ細かい支援  

 （４）障害のある女性、こども及び高齢者等に配慮した取組の推進  

【施策を進めるにあたっての横断的視点】 

２．障害者をとりまく状況（障害者手帳の所持状況） 

３．本計画における横断的視点・基本理念・重点施策・基本方針 

住み慣れた地域で安心していきいきと暮らせる、自立と共生社会の実現 

【基本理念】 

 

１．差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止 

２．安全・安心な生活環境の整備 

３．情報アクセシビリティの向上及び意思疎通 

  支援の充実 

４．防災・防犯等の推進 

５．保健・医療の推進 

６．自立した生活の支援・意思決定支援の推進 

７．教育の振興 

８．雇用・就業、経済的自立の支援 

９．文化・芸術活動、スポーツ等の振興 

【基本方針】 
 

（１）就労支援施策の充実・障害者雇用の推進 

（２）福祉人材の確保 

（３）情報アクセシビリティの向上・コミュニ 

   ケーション支援の充実 

【本計画期間における重点施策】 

        
【計画期間】 

  R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

障害者計画            

障害福祉計画           

障害児福祉計画           

第４期舞鶴市障害者計画 

  第７期舞鶴市障害福祉計画 

第３期舞鶴市障害児福祉計画 

  第８期舞鶴市障害福祉計画 

第４期舞鶴市障害児福祉計画 
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４．各分野（基本方針）における基本方向、施策の推進 

 

   （１）障害を理由とする差別の解消の推進 

      ①障害を理由とする不当な差別的取り扱いの禁止、合理的配慮の提供等に関する広報・啓発 

      ②市役所内における合理的配慮の提供、職員に対する研修の実施 
 

   （２）権利擁護の推進、虐待の防止  

      ①障害者虐待防止法等に関する積極的な広報・啓発 

      ②成年後見制度の適切な利用の促進、支援 

【１．差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止】 

 

   （１）住宅の確保 

      ①住まいの場の確保、グループホームの整備促進 

      ②精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 
 

   （２）移動しやすい環境の整備等 

      ①公共交通機関等との連携による移動手段の確保 

      ②外出時の移動支援の充実 
 

   （３）障害のある人に配慮したまちづくりの総合的な推進  

      ①公共施設、生活道路等におけるバリアフリー化の促進 

【２．安全・安心な生活環境の整備】 

 

   （１）情報通信における情報アクセシビリティの向上 

      ①視覚障害者等に対するICT機器の普及促進・支援、活用の推進 
 

   （２）障害の特性に応じた情報の提供・意思疎通支援の充実 

      ①手話通訳者や要約筆記者の派遣、人材の育成・確保 

      ②情報・コミュニケーション支援機器の給付、ICT機器の活用による充実 
 

   （３）行政情報のアクセシビリティの向上及び障害への理解の促進 

      ①多様な障害に応じた情報発信の推進、体制の構築 

      ②選挙等における配慮 

      ③障害に対する理解の促進  

【３．情報アクセシビリティの向上及び意思疎通支援の充実】 

 

   （１）防災対策の推進 

      ①個別支援計画作成の推進、支援体制の構築 

      ②災害等緊急時における迅速な情報発信システムの構築 

      ③障害特性に対応した運営体制の整備 
 

   （２）防犯対策・消費者保護の推進  

      ①関係機関等との連携による犯罪被害の防止、早期発見 

      ②消費者トラブルの防止、相談体制の充実 

【４．防災・防犯等の推進】 
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   （１）精神保健・医療の適切な提供、難病等に関する保健・医療施策の推進 

      ①精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築（再掲【2-(1)-②】） 

      ②難病等に関する保健・医療施策の推進 
 

   （２）保健・医療の充実等  

      ①保健・医療・福祉の各関係機関の連携 

      ②成人保健・健康づくりの推進 

      ③医療費等に関する制度の周知・利用支援 

【５．保健・医療の推進】 

 

   （１）意思決定支援の推進 

      ①成年後見制度の適切な利用の促進、支援（再掲【1-(2)-②】） 
 

   （２）相談支援体制の充実・強化 

      ①関係機関との連携強化、重層的支援体制の整備 

      ②相談支援体制の充実 
 

   （３）地域移行支援、在宅サービス等の充実 

      ①日中活動の場の確保、在宅サービス等の充実 

      ②地域活動支援センター及び地域生活支援拠点の充実 

      ③精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築（再掲【2-(1)-②、5-(1)-①】） 
 

   （４）障害のあるこどもに対する支援の充実 

      ①こども家庭センターにおける包括的な障害児支援体制の構築 

      ②乳幼児期から学校卒業までの一貫した支援体制の充実 

      ③一人ひとりの障害や発達に合わせた支援と体制の推進、医療的ケア児等の受け入れ 

       体制の充実 

      ④障害児の地域社会への参画・包容（インクルージョン）を推進する体制の構築 

      ⑤難聴児及びその家族への切れ目のない支援体制の充実 
 

   （５）医療的ケア児者等に対する支援の充実 
 

   （６）障害のある人の高齢化に対する支援・施策の充実 

      ①介護保険サービスへの円滑な移行支援 

      ②将来を見据えた自立した生活への支援の推進 
 

   （７）障害福祉サービス等の質の向上 

      ①事業所間における情報共有、研修等の機会の確保  
 

   （８）障害福祉を支える人材の育成・確保  

      ①福祉人材の育成・確保、定着に向けた支援 

      ②ボランティア活動・市民活動の促進 

【６．自立した生活の支援・意思決定支援の推進】 
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   （１）インクルーシブ教育システムの推進 

      ①こどもの障害特性に応じた教育の提供 

      ②医療的ケアが必要な児童等への支援体制の整備 
 

   （２）教育環境の整備 

      ①職員等に対する研修等の実施 

      ②学校施設のバリアフリー化の促進 
 

   （３）生涯を通じた多様な学習活動の充実 

      ①地域コミュニティの形成・学習機会の提供 
 

   （４）障害福祉に対する関心、理解の促進 

      ①出前講座等による当事者との交流事業の実施 

      ②各種事業、啓発活動を通じた「心のバリアフリー」の推進 
 

   （５）視覚障害者等の読書環境におけるバリアフリー化の促進  

      ①視覚障害者等による図書館の利用に係る体制整備 

      ②インターネットを利用したサービスの提供体制の強化 

      ③特定図書・特定電子図書等の製作支援 

      ④端末機器等及びこれに関する情報の入手支援、情報通信技術の習得支援 

      ⑤製作人材、図書館サービス人材の育成 

【７．教育の振興】 

 

   （１）総合的な就労支援 

      ①就労支援体制の充実、関係機関との連携強化 

      ②福祉施設から一般就労への移行、定着に向けた支援の充実 
 

   （２）福祉就労・経済的自立の支援 

      ①販売促進、優先調達等による工賃の向上 

      ②手当等による経済的支援 
 

   （３）障害者雇用の促進  

      ①企業を対象とした講演会や交流会の実施 

      ②障害者雇用促進法に関する周知、広報 

【８．雇用・就業、経済的自立の支援】 

 

   （１）文化・芸術活動への参加促進 

      ①障害者文化作品展、地域活動支援センター事業による創作活動の充実 

      ②文化・芸術活動を通じた共生社会の実現 
 

   （２）スポーツ・レクリエーション活動への参加促進  

      ①障害者スポーツ等を通じた交流機会の確保、障害に対する周知、啓発 

【９．文化・芸術活動、スポーツ等の振興】 
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５．福祉サービスの充実（障害福祉計画・障害児福祉計画の具体的な目標） 

 

  ＜成果目標＞ 

   ●施設入所から地域生活への移行者数：７人 

   ●施設入所者の削減人数：６人  
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●障害福祉サービスの充実 

   ●教育機関、介護福祉士養成学校等との連携等による介護人材の確保 

   ●障害福祉に関する啓発・理解の促進  

（１）施設入所者の地域生活への移行 

 

 

  ＜成果目標＞ 

   ●保健・医療・福祉関係者による協議の場の開催回数：毎年度 ６回 

   ●精神障害者の共同生活援助の利用者数：令和８年度末 ２８人  
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●地域の医療・介護の資源の把握と連携 

   ●自立支援医療（精神通院）などの制度の利用の円滑化 

   ●交通事業者等の協力による移動支援  

（２）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

 

  ＜成果目標＞ 

   ●地域生活支援拠点の機能の年１回以上運用状況を検証及び検討 
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●障害とくらしのネットワーク会議の開催 

   ●災害時の要援護者個別支援計画の作成率の向上、更新 

   ●地域住民を対象とした障害特性に応じたコミュニケーション手段の獲得支援 

   ●強度行動障害のある人のニーズの把握や支援策の検討  

（３）地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 

  ＜成果目標＞ 

   ●一般就労への移行者数：毎年度６人 

   ●就労定着支援事業利用者：毎年度４人以上  
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●就労支援ネットワーク会議の開催 

   ●企業等への“障害特性”についての出前講座等の開催 

   ●就職を希望する障害者への就労準備支援の更なる充実（職業体験など）  

（４）福祉施設から一般就労への移行等 

【障害福祉計画・障害児福祉計画における重点施策】 
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  ＜成果目標＞ 

   ●すべてのこどもが健やかに成長していくため、障害のあるこども及びその家族に対し、 

    乳幼児期から学校卒業までの時期に一貫した支援ができる体制を強化・充実  
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●「舞鶴市こども家庭センター（仮称）」における重症心身障害児や医療的ケア児を含む 

    障害児の包括的な支援体制の充実 

   ●こども発達支援施設、乳幼児教育センター、保健センターなどの発達支援に係る 

    関係機関の連携による地域療育支援体制の構築 

   ●難聴児の早期発見から療育・福祉サービスへの切れ目のない支援体制の構築  

（５）障害児支援の提供体制の充実・強化 

 

  ＜成果目標＞ 

    ●障害のある人の自立した生活に向けた、総合的な相談支援体制の整備 
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●基幹相談支援センターの整備・充実 

   ●重層的支援体制による他分野との連携促進、包括的な支援体制の構築 

   ●計画相談支援事業所の開設の促進や相談支援専門員の育成支援  

（６）相談支援体制の充実・強化等  

 

  ＜成果目標＞ 

   ●障害福祉サービス等の質の向上を図るための取り組みに係る体制を構築  
 

  ＜主な取り組み＞ 

   ●介護福祉士資格取得講習や介護職員初任者研修等の受講料に対する助成金の支給 

   ●介護ロボットなどAI技術などを活用した働きやすい職場環境の整備促進 

   ●行動障害のある人、医療的ケアの必要な人等への支援に係る研修の促進  

（７）障害福祉サービス等の質の向上 
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【障害福祉サービス・障害児福祉サービス等の3年間の見込量を算定】  

（１）自立支援給付サービス 

 新型コロナウイルス感染症の影響を脱出し、回復傾向にあること、障害者手帳の所持者数の人口比の

割合が伸びていること等から、各サービスの見込み量を新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の実績

に近づけるよう算定。 
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（２）障害児サービス 

（３）補装具費給付事業 

（４）地域生活支援事業 



10 

 

６．計画の推進・管理体制 

 

 （１）舞鶴市障害者施策推進協議会等との連携  

    ●「舞鶴市障害者施策推進協議会」や「障害とくらしのネットワーク会議」において、 

     基本方針や施策の推進、課題や施策の検討等を行い、計画的な推進を図る。 

 

 （２）関係部門、関係機関との連携  

    ●庁内の関係部門との相互連携を図り、各種施策の推進に取り組む。 

    ●国や京都府の機関や障害者団体、府北部圏域の市町村等との連携を図り、円滑な施策の 

     推進に努める。 

【１．計画の推進体制】 

 

  （１）計画の進捗管理・評価  

     ●計画に基づく障害福祉施策を効果的・効率的に推進するため、「舞鶴市障害者施策推進協議会」 

      をはじめ、各関係機関からの意見を反映するなど、「PDCAサイクル」に基づく進捗管理と評価 

      に努める。  

 

  （２）情報の発信 

     ●障害福祉サービスや各種支援制度など、障害のある人に向けた周知、広報誌やホームページ等の 

      多様な広報手段の活用、出前講座等の啓発事業を通じて、情報の発信、広報・啓発活動に努め、 

      基本理念、障害福祉に対する市民の理解、関心の更なる促進を図る。  

【２．計画の進捗管理と評価、情報の発信 】 


